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一生涯学習推進の効果分析を通して一
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【要旨】
本稿は、地域の生涯学習支援と生涯学習の構造を、地域指標との関係から検討する
ものである。これまでは、生涯学習支援を充実させれば人々の生涯学習は活発になり
地域はよくなると、素朴に信じられてきたように思われる。しかし、一人あたりの社
会教育費の地域指標との関係と人々の学習活動の地域指標との関係の間にはズレがあ
り、生涯学習支援と人々の生涯学習と地域の変化との関係は、必ずしもそのように捉
えるミーとはできないのではないかと思われる。
そこで、今回はそのズレに着目し、地域の生涯学習支援と生涯学習の構造について
の仮説を提出することにした。仮説の根拠としたのは、重回帰分析と相関係数を用い
た生涯学習推進の効果分析に関するこれまでの研究成果である。仮説の本格的な検証
は今後の課題である。

１．はじめに
本稿は、これまで行ってきた生涯学習推進の効果分析に関する研究の成果をもとに')、

生涯学習支援の地域指標との関係と人々の学習活動の地域指標との関係の間にあるズレか
ら、地域の生涯学習支援と生涯学習の構造を検討しようとするものである。
これまで一般には、生涯学習支援とその効果については、社会の状態や変化が生涯学習

支援や人々の学習活動に影響を与えており、社会教育費への財政投入等の生涯学習支援の
状態が人々の学習活動に影響を与え、人々の学習活動が地域に何らかの変化をもたらして
いるのではないか、と考えられてきたように思われる。当然その場合には、人々の学習活
動が地域に与える影響は好ましい状態への変化であると考えられてきた。図１はそのよう
な考え万のもとでの生涯学習支援と生涯学習の関係の素朴なとらえ方を示したものである。
図１の中の点線の矢印は社会の状態や変化が生涯学習支援や人々の学習活動に及ぼす影

響を、また実線の矢印は生涯学習支援が人々の生涯学習に与える影響や人々の生涯学習が
地域に与える影響を示している。地域の変化も当然ながら社会の変化の一部には違いない
が、ここでは生涯学習支援、生涯学習、地域の変化の関係を問題にしているので、図１で
は社会一般の変化から地域の変化を取り出し、別に示している。
このような考え方にしたがえば、お金や人的資源等を投入し生涯学習支援を充実させれ

ば生涯学習は盛んになり、その結果、地域の状態はますますよくなるということになる。
ほとんどの生涯学習関係者は、そのような素朴な予定調和説を信じて、予算の獲得に奔走
し、生涯学習支援体制の整備に励んできたといえるのはないかと思われる。しかし、果た
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の地域指標との関係を比較検討した。
(3)さらに、そのような分析結果を通して一歩踏み込んだ仮説２を提示した。

生涯学習支援の地域指標との関係と人々の学習活動の地域指標との関係を比較検討する
にあたっては、これまで取り組んできた生涯学習推進の効果分析の研究の成果を用いた。
その研究では、生涯学習支援と人々の学習活動が与える影響について重回帰分析から算出
されたｔ値と相関係数を用いて、できるだけ多くのデータを重ね合わせることでその傾向
性を捉えることを試みた。しかし、傾向性を明らかにするにすぎないとはいえ、相関係数
はもちろんのこと重回帰分析の場合も見かけの相関を排除することはできず、“影響,，とす
る確証が得られているわけではない｡そこでここではその結果を用いて、ｔ値については、
それがプラスの値であれば、どちらかといえば正の相関があり、マイナスの値であれば、
どちらかといえば負の相関があるとみなすことにした2)。相関係数だけでなく重回帰分析
も用いた理由は、説明変数を複数取り込むことで誤差を小さくすることができるのではな
いかと考えたからである。

生涯学習支援の地域指標との関係と人々の学習活動の地域指標との関係を比較検討する
にあたり取り上げた指標は次の通りである。
(ｱ）生涯学習支援としては一人あたりの社会教育費を、人々の学習活動としては①学習・
研究行動者率、②スポーツ行動者率、③趣味・娯楽行動者率を取り上げた3)。重回帰分
析では、これらが地域指標に何らかの影響を与えているのではないかと考えたので、説
明変数とした。ただし、③の趣味・娯楽行動者率については、学習活動とはいえない行
動も含まれていることに留意する必要がある。

(ｲ）地域指標については、市民性の育成､安全・安心、職業、健康といった観点から、「ボ
ランティア活動率」「犯罪率（千人あたりの刑法犯認知件数)」「中高年就職率」「生活習
慣病による死亡率」といった地域指標を取り上げた。重回帰分析の際には、これらの地
域指標は目的変数とした。

分析にあたっては地域類型を設定した。地域類型としては47都道府県全体のほか、一人
あたりの県民所得で47都道府県を４分割したので、次の５種類となっている4)。
i 4 7都道府県全体
、一人あたりの県民所得が高い都府県（以下、「高」の都府県という）
通一人あたりの県民所得が中の高の道府県（以下、「中の高」の道府県という）
iv一人あたりの県民所得が中の低の県（以下、「中の低」の県という）
ｖ一人あたりの県民所得が低の県（以下、「低」の県という）
なお、今回用いたデータはすべて都道府県単位のデータであり、平成13年度のものを中

心とし一塁.いる。

３地域の生涯学習支援と生涯学習の構造
上述したような生涯学習支援の地域指標との関係と人々の学習活動の地域指標との関係

の間にみられるズレは、一体何を意味しているのであろうか。従来までの、生涯学習支援
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学習支援および人々の生涯学習の効果（アウトカム）についての関係を考えると、次のよ
うな仮説２が成り立つのではないかと思われる。

仮説２：個人生活の向上や就職のために行う人々の学習活動は就職率アップや健康の維
持向上といった面で効果があり、仲間づくりや地域つくりのために行う生涯学習は市
民性の育成や地域の安全・安心といった面で効果がある。

図３は仮説２を示したものであるが、個人生活の向上や就職のために行う人々の学習活
動の場合は個々人の学習目的が効果にストレートに反映し個人的な面で効果があるが、公
的資源を活用した仲間づくりや地域つくりのために行う生涯学習の場合は、直接間接を問
わず地域の活性化や発展に寄与することを意図しているため地域社会の面で効果があると
考えられる。
この星とは、学習目的がアウトカムに反映しているとみるもできる。しかし、一般には

学習目的については各種の調査が行われたりしてさまざまなことがいわれてきたが、生涯
学習の効果が学習活動の性格の違いでどのように異なるのかについてはあまり追究してこ
なかったように思われる。

社会の状態生涯学習支援･生涯学習アウトカムの傾向

個人的
な成果

社会的
な成果

図３実際の生涯学習支援と生涯学習の構造一仮説2-
個々人がどのような目的で生涯学習に取り組み、どのような成果を得ているかはそれぞ
れに任されるとしても、仮説２にしたがえば、社会教育への財政投入等の生涯学習支援は
安定した住みよいまちづくりに貢献しているということになる。現在、市場原理にしたが
った競争社会が加速化する一方、財政難の中、社会教育の財源が縮小の一途をたどってい
る。もし仮説２が真であるとすれば、今後生涯学習が盛んになっても適切な生涯学習支援
が公的な領域で行われないとすると、社会の安定という面で生涯学習の効果は期待できな
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